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 離島で期待されるe-PEP 

漂着フロートのペレット燃料化 NEWS 

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ WHAT‘S NEW ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ 

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ 

  

  

 日本列島には海岸線の長さが100m以上の島が、現在6,852もあるそうです。そのう

ち、人が住んでいる有人島は421 あります。これらの離島はもちろん、日本の海岸には

数多くの漂着ゴミがたどり着きます。特に、対馬海流が北上する日本海側の海岸は大量

の漂着ゴミが浜一面に広がりまさに巨大ゴミ箱化して深刻な問題になっております。 

 

 

  

 
 

弊社の発泡スチロール減容機スチロスは、2007年より、 

公益財団法人 海と渚環境美化・油濁対策機構の漁業系廃棄物対策促進事業で、発泡

スチロール製漂着フロートの処理対策に採用され、これまで対馬、西表島などの離島

を含む26カ所で、実証試験を行っております。 

詳しくは、http://www.umitonagisa.or.jp/ 

  

スチロス 
★島★導入実績 

 
広島県江田島市 
 スチロスブイ 2012年 
 
沖縄県那覇市 
 スチロスブイ 2014年 
 
鹿児島県十島村 
 スチロスネオ 2015年 
 
長崎県五島市 
 スチロスブイ 2015年 
 
香川県直島町 
 スチロスブイ 2016年 
 
長崎県壱岐市 
 スチロスブイ 2017年 
 

 
 

 
 
 



  

  

                                  

  
 
 
  
 
 
     

札幌市北区 北11条西1丁目1-25 

 

： 11:30〜14:30 

        18:00〜22:00 

♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦ 
 
 
 
 
 

♦♦♦E L C O M  N E W S L E T T E R  1 0 月 号 ♦♦♦ 

 e-PEPの導入に向けて現在イーヴォルの最終調整を行っ
ている大手スーパーのリサイクルセンターへ廃油ストーブ
「モエルモ」を設置しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
  
 当センター内では、廃食油リサイクルを行っており、近
隣の学童の環境学習に開放される学習スペース「エコス
テーション」の暖房としてモエルモがこの秋から活躍しま
す。当製品は、近年廃油ストーブのニーズの減少により生
産休止しておりましたが、今回センターの要望を受け復活
しました。 

 

導入事例 PICK UP 

 北海道新幹線開通により観光客で賑わう北

斗市の大型スーパーにてスチロスアクアを設

置しました。処理対象は、主に生鮮生魚コー

ナーから出る発泡スチロール製魚箱。今後、

スチロスアクアで圧縮減容し、圧縮物はリサ

イクルが可能になります。 

 

こんにちは。  

札幌市内でも紅葉が進み、 

めっきり寒くなってきた今日この頃です。 

先日会社の近くに、1926年（大正15年）に 

建てられた「もろみ醸造蔵」からレストランに 

再生したちょっと変わったお店がオープンしました！  

その名も「離島キッチン」。 

こちら全国の離島の魅力を発信するアンテナショップで店内に入ると全

国の離島の特産物の数々が販売されており、落ち着いた飲食スペースで

は、離島の素材を活かした定食や日本酒などを楽しむことができます。 

この日は倉橋島のカキフライ丼を実食 

・倉橋島のカキフライ 

・奥尻島のゆめぴりかのご飯 

・焼尻島のガラメ昆布のお味噌汁 

・徳島島のみそ豆 

・祝島のびわ茶 

と副菜に至るまですべて離島の食材です。 

札幌にいながら全国の離島の食文化を 

楽しめるなんて！素敵なお店ですね。 

 

♦♦モエルモ♦♦ ♦♦スチロスアクア♦♦ 


